
図と表で理解する
統計・多変量解析法基礎セミナー

2・3日間 JMA100255詳細は
セミナーID

35
ねらい・特徴

対
象

リサーチャーおよびビジネスパーソンとして必須の各種調査データの集計、
分析スキルを習得し、数値の背景にある本質を読み取れる人材を育成する

・各企業のマーケティング部門、調査
部門、商品企画部門、広告・宣伝部門
などのスタッフで、これから統計・多
変量解析の理解を深めたい方々

◆ 実務でよく使う代表的な分析手法を学び、マーケティング戦略
立案や顧客理解の促進に活用いただくことを目指します。

◆ 単純化して分かりやすく手法の特徴を解説していきます。
また、アウトプットの読み方を理解することにより、より実践的
スキルを身につけます。

講  師（敬称略）

中山 厚穂　東京都立大学 経済経営学部 准教授

大竹 延幸　(株)マーケッティング・サービス 代表取締役社長

前川 法夫　楽天インサイト（株） リサーチ統括部 マーケティングリサーチャー

会期・開催地
会 場（東京）2024年  2月  7日（水）～  9日（金）

2024年10月  8日（火）～10日（木）
2025年  2月  4日（火）～  6日（木）

リサーチ・データの集計と統計解析
（1.変量、2.変量データ）の基本、

多変量解析の基礎
多変量解析法の基本 R（R Studio）とExcelによる

多変量解析の実際

基礎知識編 実践編

プログラム （昼食12:00～13:00）

１日目 2日目 3日目時間

1. リサーチ・データとは
●リサーチ・データの種類と

特性
●データ構造

2. 統計解析と尺度分類
●尺度分類
●回答形式と尺度分類

3. 分布を知る
●視覚化（グラフ化）
●数値化（代表値と分散）

4. クロス集計表の読み取り
●クロス集計表の見方（原因

と結果）
●構成比の機能
●3種類の構成比の計算方法

とその読み方
●ファインディング

5. 検定
●検定とは（考え方と用語）
●検定の実際
（χ2検定を例に、実際の考え方と

流れを解説）

6.２変量間の関係
（相関係数：関連と予測
の視点から）

● 関連の指標としての相関
係数

● 予測の指標としての相関
係数

1. 多変量解析の基礎
●多変量解析の分類
●多変量解析の有効性と限界
●類似度と非類似度（相関係

数と距離）

2. 予測・要因を分析する
「結果に影響を与えている要因は
何かを探る手取り上げる手法：重
回帰分析数量化Ⅰ類

●重回帰分析の基本モデル（考え方）
●チェックポイントとアウト

プットの見方
●ダミー変数による分析
●事例による結果の解釈

3. 構造を分析する
「変数の相互関連性や共通する
要素を抽出する手法」
取り上げる手法：主成分分析・コレ
スポンデンス分析（数量化Ⅲ類）

●主成分分析・コレスポンデンス
分析の基本モデル（考え方）

●チェックポイントとアウト
プットの見方

4. 分類する
（似たものを集める手法）
「人・ブランド、調査アイテムを分
類する手法」
取り上げる手法：クラスター分
析、MDS

●クラスター分析・MDSの基
本モデル（考え方）

●事例による結果の解釈

5. まとめ
●２日間で学んだことの整理
●マーケティングへの適用

1. R（R Studio）と
Excel（分析ツール）の
インストールと使い方

2. 基本統計量とグラフ化
●基本統計量の算出
●1変量グラフ化

(ヒストグラム、箱ひげ図)

3. 変量間の関係を分析する
●相関係数算出と相関係数

行列のグラフ化
●単純集計・クロス集計とグ

ラフ化

4. R（R Studio）と
Excel（分析ツール）で
予測・要因分析手法を
理解する
●重回帰分析
●ダミー変数による重回帰分析

5. R（R Studio）で
構造分析手法を理解する
●主成分分析
●コレスポンデンス分析

6. R（R Studio）で
分類手法を理解する

（似たものを集める手法）
●階層的クラスター分析

7. マーケティング課題と
多変量解析
●マーケティング課題への応

用例
（コンジョイント分析、セグメン
テーション・スタディなど）

●まとめ 

10:00

17:00

参加料（税込）

日本能率協会法人会員 3日間参加 ：155,100円／1名
2日間参加 ：108,900円／1名 ※基礎知識編のみ

会員外 3日間参加 ：178,200円／1名
2日間参加 ：121,000円／1名 ※基礎知識編のみ

（注）テキスト（資料）費が含まれております。

・検定は実務で使用しているが、知らないこともあったので、参考になった。
・参考書にのっていないような話が聞けてよかった。
・統計とは何か、という基本から理解ができた。
・実例による説明がわかりやすく理解が深まった。
・演習を交えながら要点を絞った説明がわかりやすい。
・需要予測や品質管理に必須の統計･解析スキルが向上したと思う。

受講者の声

マーケターのための
統計・データ分析入門セミナー

ビッグデータ活用を見据え、企画・戦略立案の手立てとなる「統計・分析」の知識と実務を体系的に学ぶ2日間 JMA100571詳細は
セミナーID
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ねらい・特徴

講  師（敬称略）

二宮 政彦　(株)アイ・エム・シー開發 ディレクター
データサイエンティスト

参加料（税込）

日本能率協会法人会員：108,900円／1名
会員外：121,000円／1名

（注）テキスト（資料）費が含まれております。

対
象

◆基本を体系的に学んでいただけるプログラムとなっており、かつ、
企画・戦略で活用することを想定した事例を題材にExcelによる
演習で実践的に学べる内容です。

◆ リサーチ部門ではないが企画や戦略に活用することを目的に、
データ分析を始めたい方、基本知識や考え方を身につけたい方に
最適です。

(マーケティング  企画  商品開発  営業・販売  調査)
・リサーチ部門ではないが企画や戦略に

活用することを目的に、データ分析を始
めたい方
・データ分析の基礎と実務を体系的に学

びたい方
・リサーチ部門、調査会社と円滑に調整する

ため、基本知識や考え方を身につけたい方

会期・開催地
会 場（東京）2024年10月22日（火）～23日（水）

事業環境分析と顧客価値創統計・データ分析の基礎知識編
1. データ分析の重要性

●データ分析の定義   ●データ分析の重要性
●データ分析のプロセスと枠組み

2. 分析目的の明確化
●課題の整理と仮説設定   ●分析目的の明確化   ●分析に対するアプローチ

3. 分析方法の基礎知識
●Excel分析ツール＆関数の使い方   ●基本統計量（平均・分標準偏差など）
●一般的な分析ツールの紹介

4. データ分析に用いるデータとその準備
●データの種類
●分析用データの加工とその整理（実質化など）
●データ加工方法の詳細

事業環境分析と顧客価値創データ分析実践編

プログラム （昼食12:00～13:00）

１日目時間

10:00

17:00

２日目時間

10:00

17:00

5. 要因間に差があるか否かを見る
●要因間の差の検定(平均値の差の検定）   
●Excelによる事例
■演習問題（その1）　平均値の差の検定の求め方＆結果の解釈

6. 要因間の関係性の強弱の把握
●相関分析   
●Excelによる事例
■演習問題（その2）　相関係数の求め方＆結果の解釈

7. 要因を用いた売上高の分析および予測
●回帰分析（単回帰分析、重回帰分析）
●Excelによる事例
■演習問題（その3）　回帰分析の使い方＆結果の解釈

8. 気温による売上高のピークとボトムを調べる
●3次多項式回帰分析   
●Excelによる事例
■演習問題（その4）　気温による売上高のターニング・ポイントの求め方

・分析入門としてとても良かったです。Excelの活用度が益々上がりそうです。
・事例が多く、演習もあり、体全体で理解できるセミナーでした。
・自社のビジネス課題に置き換えながら受講をすると効果的です。
・Excelを使用して自分でデータ分析に挑戦したい人にオススメです。

受講者の声

※各事業終了時の消費税率を適用させていただきます。会期、内容など一部変更の可能性もありますので、ご了承ください。※※最新の情報はJMAマネジメントスクールHPにてご確認ください。 ※各事業終了時の消費税率を適用させていただきます。会期、内容など一部変更の可能性もありますので、ご了承ください。※※最新の情報はJMAマネジメントスクールHPにてご確認ください。

事業環境分析と顧客価値創販売予測の基礎知識

実務経験と統計学等の基本を活用して、体系的に予測する
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Excelを活用した
販売予測入門セミナー

2日間 JMA100271詳細は
セミナーID

ねらい・特徴

講  師（敬称略）

二宮 政彦　(株)アイ・エム・シー開發 ディレクター
データサイエンティスト

対
象

・各企業の営業・販売・マーケティング・調
査・企画・商品開発などの部門において、
販売予測を担当されている方々
・販売予測の基礎と実務を体系的に学び

たい方
・Excelを活用して販売予測を行いたい方

◆ 販売予測を展開する具体的な方法を、予測に必要な基礎知識の
解説、各種予測方法の紹介などから学びます。

◆ 販売予測について、企業内での共通の価値、共通言語としての知識
水準の向上をめざし、予測手法の種類や、予測手法の概念について
わかりやすく学びます。

会期・開催地
会 場（東京）  2023年12月14日（木）～15日（金）

2024年  8月20日（火）～21日（水）
2024年12月  4日（水）～  5日（木）

01. 販売予測とは何か
●予測の定義   ●販売予測の重要性   ●販売予測のプロセスと枠組み

02. 販売予測の基本的な２大方法
●定量的予測法と判断的予測法

03. 予測に必要な基礎知識
●予測単位と予測期間   ●データの分布状態を把握する基本統計量
●２つの変数の関係性をみる相関係数
■演習   Excelによる事例＆演習

04. 予測に用いるデータとその準備
●データの分類と具体化   ●データの加工方法   ●Excelによる事例

05. 因果関係を考慮した予測
●回帰分析の理論的概要とその活用方法   ●Excelの分析ツールで回帰分析を行うには
■演習   Excelによる事例＆演習

■1日のまとめ

事業環境分析と顧客価値創販売予測の実際
06. 予測のための留意事項

●予測に役立つ９つの秘訣
07. 時系列モデルによる予測

●季節指数の求め方   ●月次変動を除去する移動平均法
●売上傾向を分離して解くTCSI分離法
●指数平滑法に季節性を加味したホルトウィンターズ法
■演習   Excelによる事例＆演習

08. 人の判断による予測
●人の判断を活用したベイジアン･コンセンサス法   ●Excelによる事例

09. 製品ライフ・サイクルと予測
●製品ライフ・サイクルとは   ●普及率や成長率を予測する成長曲線モデル
■演習   Excelによる事例＆演習

10. エリア別の予測
●地域特性を把握する特化係数法   ●地域性を考慮した共分散重回帰分析
●Excelによる事例

■2日目のまとめ

参加料（税込）

日本能率協会法人会員：108,900円／1名
会員外：121,000円／1名

（注）テキスト（資料）費が含まれております。

プログラム （昼食12:00～13:00）

１日目時間

10:00

17:00

２日目時間

10:00

17:00

・予測に対して不安を持たれている方に特におすすめです。様々な分析法を
学ぶことで私はその不安を払拭できました。
・販売予測についてゼロから学べ、明日から販売予測が試せるようなセミ

ナーでした。まずは自社データを用い、演習を繰り返し行って、売り上げ
予測を正しく出せるようにしてみます。
・テクニカル的な話だけではなく、予測とは？統計とは？とかなり広範囲の

内容で、初心者や入門者にも適していると思います。
今回習った相関や回帰分析など、手元のデータを使って自分のモノにしたい
と思います。

受講者の声

マーケティング・リサーチと
データ解析入門セミナー

調査結果を的確に読み取りマーケティング戦略の立案に活かす2・3日間 JMA100251詳細は
セミナーID

・企業のマーケティング部門、調査
部門、商品企画部門、広告宣伝部
門などのスタッフ、マネジャーの
方々

ねらい・特徴
◆ 〈入門編〉では、マーケティング・リサーチの概要、標本抽出と推計、

調査票の設計、調査実施手順、集計、集計表分析の基本を学びます。
◆ 〈統計・データ分析編〉では、調査データ解析の基本と多変量解析

を活用した分析事例を紹介します。

講  師（敬称略）

中山 厚穂　東京都立大学 経済経営学部 准教授

大竹 延幸　(株)マーケッティング・サービス 代表取締役社長

相川 明子　(株)マーケッティング・サービス マーケティング部 課長

対
象

会期・開催地
会 場（東京）2024年  1月17日（水）～19日（金）

2024年  9月18日（水）～20日（金）
2025年  1月21日（火）～23日（木）

マーケティング・リサーチとは何かー その基本機能を理解する

入　門　編 統計・データ分析編
調査データ解析とは？

プログラム （昼食12:00～13:00）

１日目 2日目 3日目時間

01. マーケティング・
リサーチとは

(1)マーケティング・リサー
チの目的と種類

(2)マーケティング・リサー
チの効用と限界

(3)事実探索と仮説検証
(4)定量調査と定性調査
(5)調査手法の適用

02. 定量調査の種類
(1)面接調査
(2)留置き調査
(3)郵送調査
(4)電話調査
(5)電子調査

03. 定量調査の設計
(1)一般的手順
(2)仮説の構築
(3)調査の設計 

04. サンプリング
(1)母集団と標本
(2)サンプリングはなぜ必

要か
(3)サンプリング方法の種類
(4)マーケティング・リサーチ

とサンプリング
(5)サンプリング誤差
■演習 
サンプリング誤差の計算

05. 調査票の設計
(1)調査票作成の留意事項
(2)調査方法別の留意事項
(3)作成手順
(4)質問文・回答選択肢の設計
(5)回答形式の設計

06. 調査の実施
(1)調査実施の手順
(2)調査環境の変化
(3)調査手法別の調査の実施
(4)調査票の点検
(5)インスペクション

07. 集計
(1)集計作業の流れ
(2)データの作成
(3)単純集計
(4)クロス集計

08. 集計表と基本統計量の
読み取り方

(1)クロス集計表の読み取り
(2)分布の中心（平均値と中

央値）

09. 統計量
(1)平均値と分散（標準偏差）
(2)正規分布と歪んだ分布 

10. 報告書
(1)報告書の作成
(2)報告書の内容 

11. 比率に差はあるか
（検定）

(1)検定の考え方
(2)検定の実際（χ2 検定）

12.２変量間の
関係を分析する

(1)カテゴリーデータ間の
関連

(2)数量データ間の関連
（相関係数）

13. 多変量解析入門
(1)要因を分析する、

予測する
・回帰分析、重回帰分析

(2)変数間の関連を
分析する
・コレスポンデンス分析
（クロス表の解析）

14. 多変量解析を
マーケティング課題に

適用する
(1)多変量解析の

目的と分類
(2)マーケティング課題と

多変量解析

10:00

参加料（税込）

日本能率協会法人会員 3日間参加 ：155,100円／1名
2日間参加 ：108,900円／1名 ※入門編のみ

会員外 3日間参加 ：178,200円／1名
2日間参加 ：121,000円／1名 ※入門編のみ

（注）テキスト（資料）費が含まれております。

・基本から体系的に学べる機会として非常に良いと思った。
・普段、直感で対応している調査が、こんなに奥深いものだとは知らなかった。

マーケティング・リサーチを勉強して間もないが、最初にこのような内容を学ぶ
ことができて、ためになった。
・調査業務の基本、基本的なデータの見方、用語の意味等、基礎を総合的に学ぶこと

ができてよかった。
・クロス表の見方、考え方の部分が大変分かりやすく、すぐに業務に活かせると

感じた。
・集計表の読み方、グラフ化など、これから報告書を作成する際に分かりやすく作成

する方法を学ぶことができた。

受講者の声
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※プログラム内容に関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）1955　【e-mail】kaisou@jma.or.jp ※申込みに関する問い合わせ先：【TEL】03（3434）6271　【e-mail】seminar@jma.or.jp
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